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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 9日 (2004.3.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 の 環 状 体 を 共 通 １ 本 の 棒 体

こ と を 特 徴 と す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト
有 孔 梁 の 補 強 金 具 。
【 請 求 項 ２ 】 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 。
【 請 求 項 ３ 】 前 記

請 求 項 ２ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 。
【 請 求 項 ４ 】 前 記 請 求 項 ３ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク
リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 。
【 請 求 項 ５ 】 前 記 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 。
【 請 求 項 ６ 】 前 記 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク
リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 。
【 請 求 項 ７ 】 前 記 多 角 形 は こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 鉄 筋 コ ン ク
リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
梁 の 中 に 抜 き 孔 を 有 す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 建 設 に お い て 、 開 孔 部 周 縁 の 補 強 を 行
な う た め に 、 一 般 に 補 強 筋 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 補 強 筋 と し て 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 同 一 平 面 上 の 少 な く と も 内 外 ２ 重 の 無 端 状 の 金 属 製
環 状 体 ａ と こ れ ら の 環 状 体 ａ を 互 い に 連 結 す る 複 数 の 連 結 杆 ｂ と か ら な る 鉄 筋 コ ン ク リ ー
ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

複 数 に よ り 形 成 し て こ れ ら 環 状 体 を そ の 内 外 の 移
行 部 で 交 差 し 、 最 も 外 側 の 環 状 体 に 相 応 す る 個 所 の 前 記 棒 体 の 両 端 末 部 を 内 方 に 折 り 曲 げ
て 最 も 外 側 の 環 状 体 の 次 の 内 側 の 環 状 体 に 溶 着 さ せ た

前 記 両 端 末 部 を 略 Ｕ 字 状 に 内 方 に 折 り 曲 げ た こ と

複 数 の 環 状 体 は １ 又 は 複 数 の 連 結 手 段 に よ り 互 い に 連 結 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 又 は

連 結 手 段 は 連 結 杆 で あ る こ と を 特 徴 と す る

環 状 体 は 多 角 形 に 形 成 さ れ て い る

多 角 形 は 略 四 角 形 で あ る ５

略 八 角 形 で あ る ５



尚 、 ｃ は 前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 開 孔 径 部 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 従 来 の 補 強 金 具 に よ れ ば 、 内 外 の 環 状 体 の そ れ ぞ れ に つ い て 無 端 状 の リ ン グ に 形 成 し
な け れ ば な ら な い の で 、 製 作 上 手 間 が か か り 補 強 金 具 が 高 コ ス ト と な る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は こ れ ら の 問 題 点 を 解 消 し 、 よ り 少 な い 部 品 点 数 で 製 作 を 容 易 に し た 補 強 金 具 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 の 目 的 を 達 成 す べ く 、 複 数 の 環 状 体 を 共 通 １ 本 の 棒 体 に よ り 形 成 し て こ れ ら
環 状 体 を そ の 内 外 の 移 行 部 で 交 差 し 、 最 も 外 側 の 環 状 体 に 相 応 す る 個 所 の 前 記 棒 体 の 両 端
末 部 を 内 方 に 折 り 曲 げ て 最 も 外 側 の 環 状 体 の 次 の 内 側 の 環 状 体 に 溶 着 さ せ た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
補 強 金 具 １ は 、 １ 本 の 連 続 す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 用 棒 鋼 製 の 棒 体 ２ を 略 四 角 形 状 に 折 り 曲
げ て 形 成 し た 内 側 の 第 １ 環 状 体 ３ と 外 側 の 第 ２ 環 状 体 ４ と 、 同 じ く 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 用 棒
鋼 製 の ２ 本 の 連 結 杆 ５ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
即 ち 本 補 強 金 具 １ は 、 前 記 内 側 の 第 １ 環 状 体 ３ か ら 前 記 外 側 の 第 ２ 環 状 体 ４ へ の 移 行 部 に
お い て 互 に 交 差 し 、 こ の 交 差 個 所 ６ で 互 に プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン 溶 接 に よ り 溶 着 し 、 前 記 外 側
の 第 ２ 環 状 体 に 相 応 す る 個 所 の 前 記 棒 体 ２ の 両 端 末 部 ２ ｂ を 略 Ｕ 字 状 に 内 方 に 折 り 曲 げ て
前 記 内 側 の 第 １ 環 状 体 ３ に プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン 溶 接 に よ り 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 ２ 本 の 連 結 杆 ５ は 、 前 記 環 状 体 ３ 、 ４ の 中 心 に 対 し て ９ ０ ° の 角 度 の ハ の 字 状 を な し
て 、 前 記 交 差 個 所 ６ と は 該 中 心 に 対 し て 反 対 側 の こ れ ら 環 状 体 ３ 、 ４ 上 に 、 該 中 心 の 回 り
に 開 孔 径 部 ７ を 生 ず る だ け の 空 間 を 存 す る よ う に 配 置 さ れ 、 更 に こ れ ら 連 結 杆 ５ は 第 １ 環
状 体 ３ と 第 ２ 環 状 体 ４ と を 連 結 す る よ う に 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 環 状 体 ３ 、 ４ と の 重 な り 部
５ ａ に お い て プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン 溶 接 に よ り 溶 着 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 補 強 金 具 １ を 用 い た 施 工 法 に つ い て 、 図 ２ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
孔 を 設 置 す る 梁 の 該 孔 位 置 の 前 後 に 各 １ 組 の 補 強 金 具 １ を 配 置 し 、 該 梁 の 骨 組 を 形 成 す る
カ ゴ 組 等 の 梁 鉄 筋 Ａ に こ れ ら 補 強 金 具 １ を 針 金 等 で 結 束 す る と 共 に 、 こ れ ら 補 強 金 具 １ 内
に 開 孔 径 部 ７ に 相 当 す る 外 径 の パ イ プ Ｂ を 挿 通 し て 保 持 さ せ る 。 そ し て コ ン ク リ ー ト 型 枠
Ｃ 内 に コ ン ク リ ー ト Ｄ を 打 設 す れ ば 、 強 固 な コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ 環 状 体 ３ 及 び 第 ２ 環 状 体 ４ は 略 四 角 形 で あ る の で 、 折 り 曲 げ 個 所 が 少 な く て 製 作 容 易
で あ り 、 し か も こ れ ら 環 状 体 ３ 、 ４ は 梁 の 孔 の 周 辺 に 生 ず る 斜 め 方 向 に 生 ず る 亀 裂 に 対 し
て 直 交 し て 配 筋 さ れ て い る の で 、 亀 裂 に 対 し 十 分 耐 え ら れ る 。 又 、 本 補 強 金 具 １ は プ ロ ジ
ェ ク シ ョ ン 溶 接 に よ り 頑 丈 な 一 体 構 造 に よ り 、 軽 量 で 低 コ ス ト と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
尚 、 本 実 施 の 形 態 の 補 強 金 具 １ は 、 図 ３ の 如 き ３ 重 又 は ４ 重 以 上 の 環 状 体 か ら な る も の と
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ 及 び 図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 前 記 第 １ の 実 施 の
形 態 の 環 状 体 が 略 四 角 形 に 形 成 し た の を 環 状 体 を 略 八 角 形 に 形 成 し て お り 、 図 ４ で は 環 状
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体 を ２ 重 に し た 補 強 金 具 １ ａ ´ の 場 合 を 又 、 図 ５ は 環 状 体 を ３ 重 に し た 補 強 金 具 １ ａ ´ ´
の 場 合 を 示 し 、 更 に 図 ６ は 環 状 体 を ４ 重 に し た 補 強 金 具 １ ａ ´ ´ ´ の 場 合 を 示 し 、 必 要 に
応 じ て 環 状 体 を ５ 重 以 上 に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 １ 本 の 棒 鋼 を 折 り 曲 げ て 形 成 し た 内 外 複 数 の 環 状 体 に よ り 補
強 金 具 を 形 成 し た の で 、 素 材 の 部 品 点 数 が 極 め て 少 な く な る と 共 に 加 工 が 簡 単 で あ り 、 し
か も 充 分 な 強 度 が 得 ら れ る 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 正 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 補 強 金 具 を 用 い た 有 孔 梁 の 施 工 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 他 の 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 補 強 金 具 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 他 の 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 上 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 更 に 他 の 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 有 孔 梁 の 補 強 金 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 １ ａ 、 １ ａ ´ 、 １ ａ ´ ´ 、 １ ａ ´ ´ ´  補 強 金 具
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 棒 体
２ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端 末 部
３ 、 ４ 、 ３ ´ 、 ４ ´ 　 　 環 状 体
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 杆
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 交 差 個 所
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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